
 

育Me科 学習指導案 「おこっているわたし」  

〇ねらい 

怒っているときの体や表情や言葉づかいの特徴を理解し、適切な怒りの表出方法があることを知る。 

 

 【準備するもの】  ・場面絵①②  ・気持ちカード  ・振り返りシート 

 

活動内容 進め方・支援 
育Me科の

視点 

導
入 

８
分 

１ あいさつ 

2 学習内容の理解 

○どんな時に怒るかを考える。 

・けんかをしたとき ・叩かれたとき ・物をとられたとき 

○怒った時に、どんなふうに相手に伝えているか振り返る。 

3 本時のめあての掲示 

 

・だれでも怒ることはあると

受容的に児童の言葉を受け

止める。 

・怒っているときの気持ちが

相手にうまく伝わっているの

か考えさせ、上手な伝え方を

身にけたいと思えるようにす

る。 

・「おかめあい

さつ」を確認し

てから挨拶を

する。できてい

る児童を褒め

る。 

 

展
開 

３
０
分 

４ 怒っているときの特徴の理解 

○怒ったらどんな顔になるのか考える。 

 

５ 怒っているときのレベルを理解する。 

○怒りレベル１～３を示し、提示した場面に対して、自分だったら怒りレベ

ルはいくつになるか考え、怒りを表現する。 

 

６ モデリング 

○突然消しゴムを取られたツトム君の怒り（レベル２）の表現方法をモデリ

ングで提示する。※①（机をたたく）②（どなる）③（我慢する） 

○どの表現方法が適切か考える。 

・どれもよくない  

・言葉で伝えたほうがいい 

「使う前に一言言ってね」「返してちょうだい」 

 

７ ロールプレイ 

○ペアになり、ツトム君の場合を演じる。 

            

 

・「ふっくん」ボードを提示し、

顔パーツを張り付けて表情を

作る。 

・怒ったときの特徴（眉間にし

わがよる、声が大きくなる、こ

ぶしをつくるなど）をおさえ

る。 

・同じ状況でも、人によって感

じ方や怒りの強さが違うこと

をおさえる。 

・怒りの強さによって、顔や声

の大きさも変わることをおさ

える。 

 

・どれも適切ではないことを

おさえる。特に、我慢をしす

ぎることもよくないことを伝

え、どんな気持でも表してい

いこと、表し方にはコツがあ

ることを伝え、どんな言い方

をするといいか考える。 

 

 

・冷静に言葉で気持ちを伝え

ているペアを認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・言われた側の

気持ちはどう

だったか振り

返り、言葉で伝

えることのよさ

を共有する。 

ま
と
め 

７
分 

７ ふりかえり 

・感想を振り返りシートに書く（3分）。 

・感想を発表し、交流する。 

８ あいさつ 

・  

B 自分と相手を知る 日常生活全般 学級活動（２）ア 

おこっているときの気持ちを上手につたえよう。 

【出口での児童の意識】 

怒りにはいろんなレベルがあるが、相手には言葉で伝えるといいことが

分かり、日常の生活でも実践していこうと思うことができる 


